
福岡県

令和元年度１２月補正予算の概要



令和元年度１２月補正予算のポイント
（単位：百万円）

２ 補正予算
の規模

３ 主な内容

１ 予算編成
の考え方

○ 安全・安心の確保、福祉の充実に取り組む

○ 人事委員会勧告に基づく給与改定を実施
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国庫 県債 その他

○ 事業費 223 159 64

１．安全・安心の確保 220 159 61

２．福祉の充実 3 3

○ 給与費（給与改定） 1,454 168 1,286

1,677 168 159 0 1,350合　　計

項　　目 予算額

財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

当初予算 現計予算
12月補正

予算
12月補正後

予算
A B C D=B+C

一 般 会 計 1,785,817 1,791,677 1,677 1,793,354

特 別 会 計 950,319 950,319 0 950,319

計 2,736,136 2,741,996 1,677 2,743,673

区  分
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○ 子どもを交通事故から守るため、ガードレール等を設置 1億7,689万9千円

・ 保育所などの⼦どもが⽇常的に集団で移動する経路の安全を確保するため、
ガードレール設置や路⾯表⽰等の安全対策を実施

○ ＣＳＦ（豚コレラ）の防疫対策を強化 4,331万5千円 【新規】

・ ＣＳＦ（豚コレラ）・ＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）の発生を予防するため、
養豚農場におけるイノシシ侵入防護柵の設置費用を助成

○ 浸水被害を軽減するため、排水ポンプ車を導入 【債務負担行為 5,720万円】 【新規】

・ 排⽔ポンプ⾞を導入 [１台]

安全・安心の確保

福祉の充実
○ 民生委員の活動費を増額 326万6千円

・ 児童虐待の防⽌、⾼齢者世帯の⾒守りなど、地域福祉の担い⼿として活動している⺠生委員の
活動費を引上げ [年59,500円→年60,500円]

＜排水ポンプ車の一例＞

＜侵入防護柵＞

＜注意を促す路面表示＞


